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生徒全員による作業風景
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　南犬飼中（荒丼　茂校長、生徒７３０人）の中庭

校舎の壁面に、縦１２ｍ、横１８ｍ、空き缶約３万個を

使った巨大なモニュメント壁画が11月４日に完成。

　「穴き缶を収集しクリーンな町づくりに参加すると

ともに、思い出に残るものを作ろう」と生徒会（鈴

木美彦会長）が中心となって企画し､コンピュータ処

理による図案を作成。半年以上にわたり全校生徒が

団結して制作したもので、学園祭前日にやっと出来

上がった時は生徒全員が拍手し､完成を祝いました。



毎
日
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
焼
却

しよう
〔

（
一

一≒

減
量
化
・
資
源
化
に
ご
協
力
を

　
家
庭
か
ら
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
収
集
し
処
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬

・
処
塚
に
は
、
ご
覧
の
と
お
り
多
額

の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
ゴ
ミ
排
出
量
の

増
加
に
と
も
な
い
、
焼
却
作
業
を
２

交
替
で
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
一
人
ひ
と
り

の
ち
ょ

ゴミ減量を考えよう

平成４年度ゴミ処理経費実績

つ
で
ゴ

ミ
が
減
量
さ
れ
、
収
集
・
処
理
が
円

滑
に
進
み
、
し
か
も
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
機
械
設
備
な
ど
の
事
故
が
少
な

く
な
っ
て
長
侍
ち
ず
る
ば
か
り
か
、

多
額
の
処
理
経
費
が
節
約
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化

に
つ
い
て
真
剣
に
お
考
え
い
た
だ
き
。

　
「
き
ま
り
」
や
「
約
束
ご
と
」
を
守

り
、
ゴ
ミ
を
少
な
く
す
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

｀W゛

家
庭
用
ゴ
ミ
処
理
器
設
置
に
補
助
金

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
推
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、
「
生
ゴ
ミ
処
理

容
器
」
お
よ
び
「
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却

器
」
の
設
置
者
に
対
し
、
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
各
家
庭

で
ゴ
ミ
処
理
器
を
利
用
さ
れ
て
、
ゴ

ミ
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
家
庭
用
ゴ
ミ
処
理
器
設
置

　
事
業
補
助
金
交
付
制
度

　
一
般
家
庭
で
「
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
」

お
よ
び
「
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器
」
を

購
入
・
設
置
し
た
場
合
、
本
体
購
入

価
格
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

　
【
限
度
額
】
　
〒
器
に
っ
き
）

☆
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
・
：
…
…
４
千
円

☆
家
庭
用
ゴ
ミ
焼
却
器
２
万
５
千
円

◆
問
合
せ
先

　
役
場
保
健
課
　
？
８
２
）
１
り
乙
り
ａ
４

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
�
（
８
２
）
り
ａ
４
９
乙
４

資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に

　
　
協
力
し
た
団
体
に
報
償
金

　
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
し
た

団
体
に
対
し
、
報
償
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
回
収

運
動
を
姑
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
資
源
ゴ
ミ
回
収

　
　
報
償
金
交
付
制
度

　
１
回
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
で
５
０
０

㎏
以
上
を
共
同
集
荷
し
、
回
収
業
者

に
売
却
し
た
団
体
に
は
、
回
収
重
量

１
㎏
に
つ
き
５
円
と
、
１
回
の
回
収

で
３
千
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

心

２



清
掃
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
山

-

　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ゴ
ミ
集
積

場
所
）
の
維
持
管
理
は
、
自
治
会
の

保
埋
骨
皿
さ
ん
を
中
心
に
し
て
、
そ

れ
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
収
集

目
以
外
の
Ｈ
に
ゴ
ミ
を
出
し
て
い
る

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
兄
う
け
ら
れ

ま
す
。
ゴ
ミ
は
収
集
目
の
朝
に
出
生

よ
う
皆
さ
ん
で
心
が
け
て
、
常
に
き

れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Q
2
j
y
S
&
¥

以前はゴミが山積みに

【
至
宝
町
南
自
治
会
】

　
以
前
、
道
路
ぎ
わ
に
ゴ
ミ
が
山
積

み
さ
れ
、
近
所
の
人
や
通
行
人
に
迷

ゝ
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

　
集
積
所
が
い
く
っ
か
に
分
散
さ
れ
て

　
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

現在は清掃されきれいに

一

【
国
谷
外
道
自
治
会
】

　
地
域
以
外
の
人
に
よ
る
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
な
ど
が
後
を
立
た
ず
、
常
時

ゴ
ミ
が
あ
っ
た
の
で
犬
や
猫
、
カ
ラ

ス
な
ど
に
散
ら
か
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
自
治
会
で
鉄
骨
の
集
積
所
を
つ

く
り
、
現
在
で
は
き
れ
い
な
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
安
塚
南
部
自
治
会
】

　
風
や
カ
ラ
ス
な
ど
か
ら
の
散
乱
予

防
も
兼
ね
、
天
井
ま
で
金
網
で
囲
っ

た
鍵
付
き
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

い
っ
で
も
清
掃
さ
れ
て
き
れ
い
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
回
ハ
美
町
南
部
第
二
自
治
会
〕

　
手
作
り
の
集
積
所
の
中
に
、
自
治

会
で
立
て
た
看
板
の
と
お
り
に
ゴ
ミ

が
整
理
・
整
頓
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

３　広報みぶ

貴
重
な
資
源
に
リ
サ
イ
ク
ル
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建
設
中
の
お
も
ち
や
博
物
館

町有財産

町債の状況

総割1

22憧8,3o4万円

５　広報みぶ

財政状況を

町税の状況
　町税については、謂定額に対する収入割合をみると、前年同期の58.8％

に対し2.0％下回りました。税は町政運営の大事な財源です。今後ともみ

なさんのより一層のご理解と積極的なご協力をお願いします。

※町民一人当り、一世帯当りの額は、収入済額に対する額です。

特別会計の執行状況

水道事業会計の執行状況

平成５年９月30日現在　９

　人□　39,592人

1　

世帯　12,871世帯　　

」

　　　＊住民基本台帳より

一

-



-

-

り返って

　師走もあとわずか、今年もい

ろいろなことがありました。

　町の土なできごとを見ながら、

このｰ年をより返ってみましょ

っｏ

町内一斉に環境美化キャンペ ン行わる(5月30日)

広幸RIみ一Sこ|||INIIIII11111111111LIIIIIIIIII116

おもちや博物館建設の起工式行われる（２月５日）
写真は完成予想図

i l l l l l l l l F I I I I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
月
１
５
日
）

５
１
０
人
の
門
出
を
祝
い
成
人
式
行
わ
れ
る
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運動公園陸上競技場建設工事進む

国民文化祭壬生町実行委員会が発足(11月18日)

今年をふ

人見城民展を開催（ア月25日～８月29日）
その後､遺族から作品16点が町へ寄贈される

-



火
災
シ
ー
ズ
ン
に
向
っ
て

万
全
の
体
制

キ
ビ
キ
ビ
と
分
列
行
進

町
消
防
団
が

　
　
　
通
常
点
検

　
壬
生
町
消
防
団
（
沼
島
安
男
団
長
）

は
、
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
い
き

と
い
う
と
き
に
団
員
が
一
丸
と
な
っ

て
正
確
か
つ
迅
速
な
消
火
活
動
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
１
２
月
１
日
、

通
常
点
検
を
工
生
小
校
庭
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
は
、
点
検
者
の
清
水
町

長
や
来
賓
の
見
守
る
中
、
終
始
機
敏

な
動
作
で
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点

検
、
ポ
ン
プ
操
法
を
繰
り
広
げ
、
続

い
て
藤
井
河
岸
で
放
水
点
検
を
し
た

後
、
千
生
駅
か
ら
千
生
小
ま
で
分
列

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
功
績
・
功
労
の
優
れ
た

団
員
や
永
年
勤
続
者
、
優
良
消
防
団
、

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
を
表
彰
す
る

と
と
も
に
、
退
団
者
、
消
火
協
力
者

な
ど
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

-

機
敏
に
ポ
ン
フ
操
法
を
行
う

表
　
彰

★
功
績
章

　
第
２
分
団
分
団
長
　
石
井
　
誠
一

★
勤
続
章

　
２
５
年
　
副
団
長
　
　
中
根
　
幸
男

　
１
５
年
　
第
１
分
団
副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村
　
　
功

★
功
績
章

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
関
　
幸
正

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
　
広
生

★
功
労
章
（
第
門
凹
県
消
防
楳
法
人

　
仝
出
場
選
手
）

○
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
〈
第
３
分
団
弟
１
部
〉

　
　
主
　
将
　
班
長
　
中
川
　
　
進

　
　
指
揮
者
　
部
長
　
山
ノ
井
浩
貴

　
　
１
番
員
　
団
員
　
倉
持
　
文
男

　
　
２
番
員
　
″
　
　
中
川
　
　
均

　
　
３
番
長
　
″
　
　
小
野
崎
末
吉

　
　
４
番
長
　
″
　
　
赤
羽
根
勇
夫

　
　
補
欠
員
　
″
　
小
野
崎
義
人

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

　
　
〈
第
２
分
団
第
５
部
〉

主
　
将
　
班
長
　
福
田

指
揮
者
　
部
長
　
鰹
沼

　
　
１
番
員
　
団
員

　
　
２
番
員
　
″

　
　
３
番
員
　
μ

　
　
補
欠
員
　
″

★
勤
続
章
　
５
年

　
　
〈
第
１
分
団
〉

　
　
　
第
４
部
部
長

　
　
　
第
２
部
団
員

　
　
　
第
４
部
″

｜１　１１　１１

り　り　リ

鈴
木

栗
原

田
辺

望
島

星
野

清
水
佐
藤

武
関
橋
本

橋
本

第
５
部
″
　
高
橋

μ

ﾀﾞZ

戸
崎

敏
雄
信
夫

武
彦
　
隆

和
彦
恵
一

国
央

寿
志

広
美

一
成
正
俊

喜
夫

清
司

良
則

〈
第
’
２
分
団
〉

　
　
第
３
部
部
長
　
高
山
　
嗣
男

-

第
３
部
班
長

ｌｌ　１１　１１

団
員

μ　μ

　
　
第
５
部
部
長

〈
弟
３
分
団
〉

　
　
第
２
部
部
長

　
　
　
″
団
員

　
　
第
３
部
部
長

　
　
　
″
　
班
長

　
　
第
４
部
団
員

　
　
　
μ
　
リ

　
　
第
５
部
″

　
　
　
μ
　
μ

赤
塚

本
所

奈
良

神
玉
総
沼

粂
川

織
田

斉
藤
瓦
井

粂
川

清
野

大
城

浜
田

力
男

日
ご
叉

禾
‘
プ
　
　
（
６

　
勇

幸
男

信
夫

和
俊

利
広

博
志
宏
宰

徳
矢

坪
失

言
一

　
寛

★
功
績
章

　
第
１
分
団
副
分
団
長
木
村
　
　
功

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
関
　
幸
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
　
広
生

★
勤
続
章

　
２
５
年

　
１
５
年

副
団
長
　
　
中
根
　
幸
男

第
１
分
団
副
分
団
長

　
　
　
　
　
本
村
　
　
功

　
５
年
（
県
消
防
協
会
下
賀
支
部

　
長
表
彰
と
同
じ
）

★
優
良
部
お
よ
び
努
力
賞
の
部

　
【
優
良
部
】

　
○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部
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｜

町

言

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
－
－
－
　
　
　
－
　
－
　
　
　
　
。
－
－
　
－

　
自
治
会
連
合
会
と
町
政
懇
談
会

「
町
長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
開
か
れ
る

　
自
治
会
連
合
会
（
石
川
昭
三
全
長
）

と
清
水
町
長
と
の
町
政
懇
談
会
「
町

長
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」
が
い
１
１
月
1
0
日
、

１
１
目
の
両
日
、
稲
葉
地
区
公
民
館
、

南
犬
飼
地
区
公
民
館
、
中
央
公
四
民
館
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
４
会
場
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
清
水
町
長
ほ
か
、
福
島

員
募
集

職
種
及
び
募
集
人
員

◇
保
　
母
…
…
…
…
…
…
…
…
２
名

・
保
母
の
資
格
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
６
年
３
月
末
日
ま
で
に
保
障
の

資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
で
、

昭
和
４
３
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
４
９
年

４
月
１
目
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

・
住
居
要
件
と
し
て
通
勤
時
間
が
お

お
む
ね
５
０
分
以
内
の
方
。

◇
公
仕
（
小
・
中
学
校
）
…
…
２
名

・
町
内
に
居
住
す
る
男
性
で
、
５
０
成

未
満
の
方

∴
Ｆ
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

◇
公
仕
（
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

　
宿
泊
研
修
施
設
住
込
み
）
・
：
１
名

・
町
内
に
居
住
す
る
男
性
で
、
５
０
歳

未
満
の
妻
帯
者
の
方
。

・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

□
庁
除
防
漣
し

　
申
込
書
に
覆
壁
書
を
添
え
て
役
場

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
申
込
書
は
平
成
６
年
１
月
1
0
口

　
か
ら
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

［
］
㈱
㈹
声
儒
」

・
平
成
６
年
１
月
1
0
口
（
月
）
か
ら

助
役
、
毛
塚
収
入
役
、
榎
本
教
育
長
、

４
部
長
（
総
務
∴
氏
生
・
経
済
・
建

設
）
、
教
育
次
長
が
出
席
し
、
各
自

治
会
長
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
４
５
性
の

意
見
・
要
望
・
質
問
な
ど
に
対
し
て

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
回
答
し
、
町
政

発
展
に
っ
い
て
、
膝
を
交
え
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
月
２
８
日
（
金
）
ま
で
。

・
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
（
土
∴
‥
‥
曜
日
、
休
日
は
除
玉

」
試
験
日
時
及
び
内
容

・
平
成
６
年
２
月
1
0
口
（
木
）

・
作
文
お
よ
び
面
接
ほ
か

回
㈱
皐
案
㈲
」

平
成
６
年
４
月
１
日

回
荷
㈲
㈲
」

役
場
総
務
部
総
務
課

　
　
　
　
　
四
�
１
９
】
Ｑ
り
４

　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
○
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
４
部

　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

【
努
力
賞
の
部
】

　
○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
５
部

　
○
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
戦
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
３
部

★
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
者

【
優
秀
賞
】

　
小
学
１
年
（
束
小
）
高
山
　
貴
旭

　
　
　
　
　
（
北
小
）
桧
鴫
　
仲
高

　
　
　
　
　
（
安
小
）
矢
菅
奈
津
美

　
小
学
２
年
（
北
小
）
臼
井
　
瑛
憲

　
　
　
　
　
（
睦
小
）
鈴
水
冷
央
奈

　
　
　
　
　
（
″
）
西
洋
　
信
忠

　
小
学
３
年
（
壬
小
）
玉
田
　
知
世

　
　
　
　
　
（
稲
小
）
鈴
木
　
克
彰

　
　
　
　
　
（
羽
小
）
木
野
内
恵
美

　
小
学
４
年
（
藤
小
）
田
所
　
朋
子

　
　
　
　
　
（
睦
小
）
鰹
沼
　
香
轍

　
　
　
　
　
（
″
）
毛
塚
あ
ゆ
み

　
小
学
５
年
（
壬
小
）
小
野
　
文
恵

　
　
　
　
　
（
安
小
）
中
川
　
悦
輝

　
　
　
　
　
（
睦
小
）
鈴
木
　
玲
子

　
小
学
６
年
（
壬
小
）
本
村
真
悠
子

　
　
　
　
　
（
東
小
）
女
野
　
朋
美

　
　
　
　
　
（
安
小
）
鈴
木
　
秀
章

〔
平
成
４
年
度
退
団
者
〕

　
元
副
団
長
　
中
川
　
勝
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
４
７
夕
‥

〔
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者
〕

　
藤
井
地
区
　
荒
川
　
政
雄

　
　
　
″
　
　
　
壬
生
町
農
協

　
稲
葉
地
区
　
阿
部
　
鉄
雄

〔
消
火
協
力
者
〕

　
田
中
　
邦
夫
（
幸
町
三
丁
目
）

　
田
中
タ
イ
子
（
幸
町
三
丁
目
）

　
新
井
　
聖
一
　
（
石
　
橋
　
町
）

　
芝
田
　
道
枝
（
幸
町
三
丁
目
）

　
船
越
多
喜
知
（
仲
　
通
　
町
）

　
船
越
　
重
吉
（
仲
　
通
　
町
）

　
演
野
千
恵
子
（
安
　
塚
　
コ

　
大
場
　
祐
夫
（
城
　
　
　
南
）

　
粂
川
　
利
三
（
助
　
　
　
匠

　
粂
川
　
君
江
（
肋
　
　
　
谷
）

　
永
国
利
三
郎
（
宇
都
宮
市
）

　
細
井
キ
ク
エ
　
（
肋
　
　
　
谷
）

　
細
井
　
久
子
（
肋
　
　
　
谷
）
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交
通
安
全
が
第
一

安
塚
小
学
校
６
年
　
阿
部
　
徹

　
　
　
に
電
気
が
圭
っ
た
よ
う
に
ビ
ク
ン
と

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
こ
。
Ｉ
ス
で
、

毎
年
‐
。
。
１
万
人
以
上
の
人
が
な
く
な
っ

て
い
る
と
伝
え
て
い
る
。
：
カ
人
と

い
え
ば
、
壬
生
町
の
人
口
の
四
分
の

・
で
、
四
人
に
一
人
が
み
ん
な
死
ん

で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
今
で
も
匿

界
各
地
で
戦
争
が
あ
っ
て
、
何
人
も

の
人
が
死
ん
で
い
る
ら
し
い
か
、
本

当
に
交
通
事
故
も
戦
争
の
一
つ
だ
と

思
う
。

　
ぼ
く
は
、
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
き
ら
い
だ
。
聞
く
た
び
に
、
背
中

な
り
、
い
や
な
気
分
に
な
る
。
そ
れ

は
、
ぼ
く
も
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。
今
で
も
は
っ

き
り
寧
凡
て
い
る
が
、
そ
れ
は
よ
う

ち
園
の
年
長
の
時
た
っ
た
。

　
ぼ
く
は
朝
、
い
つ
も
の
よ
う
に
バ

ス
が
来
る
の
を
ま
っ
て
い
た
。
ひ
ま

た
っ
た
も
の
で
、
前
の
家
の
人
の
小

犬
を
さ
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
し
ば

ら
く
し
て
、
バ
ス
が
米
た
の
か
と
思

い
、
左
右
を
見
な
い
で
急
に
と
び
だ

し
て
し
ま
っ
た
。
と
つ
然
背
中
の
方

で
、
「
ド
ン
ッ
。
」
と
音
が
し
た
。

そ
し
て
、
こ
ろ
こ
ろ
回
転
し
て
目
が

回
り
、
何
か
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
目
を
開
け
る
と
、

一

青
空
が
見
え
た
。
ぼ
く
は
、
ま
ち
が

っ
て
転
ん
で
し
ま
っ
た
の
か
と
思
い
、

手
足
が
病
い
の
を
が
ま
ん
し
て
立
と

う
と
し
た
ら
、
そ
の
と
た
ん
「
た
ら

っ
。
」
と
、
赤
い
物
が
小
川
み
た
い

に
流
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
手

と
足
か
ら
で
し
た
。
起
き
上
が
ろ
う

と
す
る
と
、
ズ
シ
ッ
と
体
が
重
い
万

で
す
。
ま
る
で
、
’
ぃ
Ｉ
‘
ど
も
が
四
人
ぐ

ら
い
乗
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
ぼ
く
は
び
っ
く
り
し
て
、
大
き
な

声
で
泣
き
出
し
ま
し
た
。
父
も
母
も

び
っ
く
り
し
て
と
び
出
し
て
き
て
、

ぼ
く
を
助
け
卜
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

母
は
急
い
で
二
九
番
に
電
話
し
ま

し
た
が
、
場
所
が
よ
く
分
か
ら
な
い

の
で
、
救
急
車
に
来
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
し
方
が
な
い
の
で
、
父
は
ぼ
く

を
だ
き
卜
げ
、
ぶ
っ
け
た
人
の
車
に

乗
っ
て
病
院
に
急
ぎ
ま
し
た
。
車
の

中
で
、
ぼ
く
は
、
も
う
死
ん
じ
や
う

の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
、
周
り
が

真
っ
暗
に
な
っ
た
感
じ
で
地
ご
く
へ

行
っ
た
夢
を
み
て
い
ま
し
た
。

　
五
分
ぐ
ら
い
で
病
院
に
善
き
、
す

ぐ
に
手
当
て
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

医
者
の
手
当
て
が
終
わ
っ
て
み
る
と
、

右
手
だ
け
け
が
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
左
手
、
右
足
、
左
足
は
包
帯
だ

ら
け
で
ま
る
で
、
ミ
イ
ラ
男
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
幸
い
に
も
け
が
が
軽
く
て
す
み
、

す
ぐ
に
元
気
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
心
の
き
ず
は
な
か
な
か

治
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
で
・
Ｉ
ス
を

聞
く
た
び
に
、
心
臓
が
ド
キ
ン
と
な

っ
て
、
胸
が
し
め
っ
け
ら
れ
る
よ
う

な
感
じ
に
な
る
の
で
す
。
ぼ
く
に
と

っ
て
、
こ
の
気
持
ち
は
一
生
続
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
お

か
げ
で
、
今
は
交
通
安
全
に
気
を
つ

け
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
絶
対
、
と

び
出
し
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。
自
転
車

に
乗
っ
て
も
、
あ
ま
リ
ス
ピ
ー
ド
を

だ
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

　
事
故
か
土
八
年
た
っ
た
今
、
ぼ
く

な
り
に
反
省
し
て
み
る
こ
と
は
、
な

ぜ
と
び
出
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

と
っ
‥
う
こ
と
で
す
。
小
さ
か
っ
た
の

で
し
か
た
が
な
い
け
れ
ど
、
ぼ
く
の

責
任
で
す
。
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
、

周
り
の
こ
と
に
十
分
気
を
つ
け
て
、

も
う
二
度
と
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

藤
井
橋
架
け
換
え
エ
事
の
た
め

　
　
迂
回
路
通
行
に
な
り
ま
す

期
間

ｍ
成
５
年
1
2
月
３
日
か
ら

こ
成
７
年
同
月
３
１
目
ま
で

　
県
道
笹
原
・
壬
生
線
の
藤
井
橋
架

け
換
え
Ｅ
事
の
た
め
、
現
藤
井
橋
の

南
側
に
設
置
し
た
迂
回
路
（
仮
橋
）

通
行
と
な
り
ま
す
。
歩
行
者
と
自
転

車
利
用
者
は
、
引
き
続
き
側
道
橋
を

利
用
で
き
ま
す
。

-



国
民
文
化
祭

　
実
行
委
員
会
が
発
足

－
町
民
の
力
を
一
つ
に
し
て
成
功
さ
せ
よ
う
ー

　
現
在
、
国
谷
明
城
に
建
設
中
の
お

も
ち
や
博
物
館
（
仮
称
）
と
隣
接
の

運
動
公
園
（
仮
称
）
を
会
場
に
し
て
、

平
成
７
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
第
1
0

回
国
民
文
化
祭
「
国
際
お
も
ち
や
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
に
向
け
１
１
１
１

発
足
式
で
あ
い
さ
つ
す
る
清
水
町
長

月
1
8
日
、
中
央
公
民
館
で
国
民
文
化

祭
壬
生
町
実
行
委
員
会
設
立
会
お
よ

び
第
１
回
同
実
行
委
員
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
国
民
文
化
祭
は
「
文
化
の
国
体
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
文
化
を

個
人
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
発
表
を
と

お
し
て
、
全
国
の
人
た
ち
と
交
流
を

図
る
目
的
で
昭
和
6
1
年
、
東
京
都
を

か
わ
き
り
に
各
県
待
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
岩
手
県
で

開
か
れ
、
６
０
万
人
以
上
が
訪
れ
ま
し

た
。
栃
木
県
で
は
平
成
７
年
に
開
催

が
決
定
し
て
お
り
、
一
一
一
市
1
0
町
で
３
３

事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い

お
も
ち
や
博
物
館
が
平
成
７
年
４
月

に
開
館
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら

回
博
物
館
を
メ
ー
ン
会
場
に
し
て
、

「
国
際
お
も
ち
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
発
足
式
に
は
、
町
内
各
種
団
体
代

表
を
け
じ
め
、
県
及
び
町
議
合
議
員
、

町
執
行
部
な
ど
約
９
０
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
清
水
町
長
は
「
国
際
お
も
ち

や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
全
国
か
ら

来
る
子
ど
も
だ
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
遊
び
を
提
供
す
る
も
の
で
、
県
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
と
も
に
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

町
の
力
を
一
つ
に
し
て
、
各
界
各
層

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
行
委
員
会
で
は
本
年
度

の
事
業
計
画
と
し
て
、
町
民
を
対
象

に
し
た
広
報
活
動
、
実
行
委
員
会
事

務
局
の
整
備
、
開
催
県
の
市
町
の
状

況
調
査
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

総合産業祭

　１万人が訪れ

多彩な催し楽しむ

　　　　　　■㎜㎜■■■■■■■■■■㎜･･l･ﾄﾞ鳥瑞爺浪必j………"万

稲
荷
神
社
新
築

　
長
年
の
念
願
を
実
現

　
藤
井
馬
場
の
稲
荷
神
社
新
築
記
念

の
お
祝
い
が
１
１
月
１
２
目
、
氏
子
総
代

や
世
話
人
、
村
人
が
出
席
し
て
同
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
稲
荷
様
は
、
皿
ほ
う
で
ん
（
わ

ら
で
作
っ
た
祠
）
の
形
態
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
雄
琴
神
社
の
黒
川
宮
司

に
よ
る
と
、
「
藁
ほ
う
で
ん
は
社
殿

を
侍
た
な
い
で
祭
ら
れ
、
そ
の
時
ご

と
に
神
様
に
降
り
て
い
た
だ
い
て
祭

り
を
行
う
と
い
う
神
社
の
一
番
古
い

形
態
で
、
馬
場
の
村
が
で
き
た
こ
ろ

か
ら
あ
る
の
で
は
・
・
・
」
と
い
い
ま
す
。

古
い
書
き
付
け
も
な
く
分
か
る
の
は

明
治
2
1
年
か
ら
で
す
が
、
昔
か
ら
「
藤

森
稲
荷
」
と
か
「
格
式
が
あ
る
」
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
稲
荷
神
社
の
建
設
の
話
は
３
０
年
も

前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
元

旦
に
不
動
様
の
初
詣
の
席
で
合
意
し
、

１
月
１
５
日
の
自
治
仝
会
議
で
決
定
。

そ
の
後
、
氏
子
総
代
、
世
話
人
の
７

人
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
も
の
で
す
。

　
町
の
商
・
工
・
農
が
一
同
に
集
ま

っ
た
総
合
産
業
祭
祀
１
１
月
３
目
、
総

合
運
動
場
で
開
か
れ
、
主
婦
や
家
族

連
れ
な
ど
約
１
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
農
産
物
の
即
売
会
や

各
面
古
今
・
メ
ー
カ
ー
の
出
店
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
、
ミ
ニ
動
物
園
、
ま
す
・
う

な
ぎ
っ
か
み
大
全
、
ミ
ニ
レ
ス
ト
ラ

ン
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

広報みぶ
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ヽ-

ヽ一

い広場
な
集
め
ご
と
が
好
き
で
、
今
で
も
、

毎
月
郵
便
局
か
ら
く
る
特
殊
切
手
発

現
在
、
楽
し
み
で
ワ
し
フ
ロ
を
打
つ

の
が
日
課
で
、
月
曜
～
金
曜
の
１
２
時

龍
太
郎
さ
ん
は
片
か
ら
い

あ達者

カツフjl

ｽ]ﾔｿﾌ

⑩藤井前宿坪
　　　　龍太郎さん(75)
　石論登代子さん(73)夫妻

壬生中学校１年

　高　田　有　香

漣E
同

春
ス
ケ
ッ
チ
⑥

　　　　ｽ牛一が楽しみ

　　　　壬生下馬木増田みさ子さん

　｢今、エッセー集に凝ってるんです。毎週のよ

引こ、図書館に通っています｣というみさ子さん。

　読書のほかにスキーに夢中になっている彼女｢吽

シーズンは、休みのたびにスキー場に出掛けてい

ました。今年も楽しみにしています｣という。

　これからやってみたい事は｢愛車に乗って北海

道旅行することです｣と笑顔で話してくれました。

｢グラデーション｣

壬生中学校１年

　ハ　木　清　美

肌
◎
⑩
圧

12



ふれあ
　
　
　
　
　
　
　
　
）

か
ら
や
る
番
組
の
ビ
デ
オ
を
撮
リ
、

そ
れ
を
ワ
ー
プ
ロ
に
入
れ
て
い
ま
す
。

料
理
や
体
の
こ
と
、
薬
の
こ
と
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
ま
た
が
り
、
と

て
も
参
考
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

自
治
会
の
会
計
を
手
伝
っ
て
い
て
、

そ
れ
が
は
り
あ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
栃
木
市
か
ら
引
っ
越
し
て
米
て
2
1

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和
３
０
年
に

ヘ
ッ
プ
・
バ
ー
ン
が
末
日
し
た
時
に

は
い
て
い
た
物
＝
ヘ
ッ
プ
（
サ
ン
ダ

ル
）
が
は
や
り
、
翌
年
、
栃
木
市
で

は
き
も
の
製
造
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
戦
中
、
龍
太
郎
さ
ん
は
東
京
神
田

の
東
部
防
空
部
隊
の
照
空
隊
、
独
立

Ｓ
Ｉ
」
―
－
ｋ
―
｀
－
一
i
S
r
一
皿
！

和太鼓で大いに暴れる／

壬生寺保育園の特別保育事業

分
隊
の
分
隊
長
で
し
た
。
登
代
子
さ

ん
も
東
京
に
住
ん
で
い
て
、
Ｂ
２
９
の

焼
夷
弾
は
「
づ
フ
パ
ラ
と
オ
ル
ガ
ン

を
弾
い
た
よ
う
に
賑
や
か
に
落
ち
て

く
る
」
と
い
い
ま
す
。

　
東
京
空
襲
で
登
代
子
さ
ん
の
家
も

焼
け
出
さ
れ
、
洋
裁
学
校
を
間
こ
う

と
い
う
夢
も
戦
争
で
１
８
０
度
転
換
。

そ
の
後
、
登
代
子
さ
ん
は
栃
木
市
に

疎
回
し
て
昭
和
2
1
年
に
龍
太
郎
さ
ん

と
結
婚
、
３
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
家
事
の
合
間

に
「
近
所
の
人
た
ち
か
ら
頼
ま
れ
た

据
上
げ
や
ブ
ラ
ウ
ス
を
縫
っ
た
り
し

て
い
る
毎
日
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　壬生寺保育園では、今年度から特別保育事業の

一環として、和太鼓を取り入れた保育を実施して

います。

　この事業は、郷土文化の伝承を目ざすもので、

現在、園児たちは、毎日元気いっぱい太鼓をたた

いて練習に励んでいます。練習の成果は、運動会

や幼児音体フェスティバルなどでみなさんに披露

しています。

チビッ子アルハム

-

雅
宏
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
長
男
）

　
　
（
父
）
荒
　
川
　
稚
　
彦
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
さ
　
よ
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

（
東
下
台
）

健
康
で
素
直
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
！

隆之介ちゃん（８か月・長剤

　
　
（
父
）
大
　
嶋
　
友

　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
順

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

宏
さ
ん

子
さ
ん

（
上
田
）

誰
か
ら
も
好
か
れ
る
カ
ッ
コ
イ
イ
子
に
な
っ
て
ね
。

13　広報みぶ
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資
源
ゴ
ミ
回
収

四
全
戸
の
協
力
で

　
毎
回
、
３
・
５
ト
ン
を
回
収

　
上
表
町
自
治
会
（
出
井
清
自
治
会
長
　
１
軒
づ
つ
集
め
ま
す
。
そ
れ
を
自
治

長
）
は
、
保
健
委
員
の
池
田
あ
い
子
　
　
会
長
宅
で
分
別
し
、
回
収
業
者
に
引

さ
ん
を
筆
頭
に
育
成
会
、
自
治
会
役

員
が
協
力
し
、
年
６
回
、
２
ヵ
月
に

１
回
の
間
隔
で
、
第
４
日
曜
日
を
資

源
ゴ
ミ
回
収
の
日
と
し
て
廃
品
回
収

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
目
の
朝
は
、
各
家
の
道
路
前

に
置
か
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
空
陪
、

新
聞
紙
な
ど
を
役
員
が
７
時
か
ら
９

時
に
か
け
て
、
車
５
台
に
分
乗
し
て

き
渡
し
て
い
ま
す
。

　
同
自
治
会
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
は
平

成
４
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
２
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
毎
回
、
自
治
会

全
戸
の
協
力
に
よ
り
皿
‐
均
３
・
５
ト

ン
も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
出
井
自
治

会
長
は
「
昨
年
は
収
益
金
の
二
郎
を

育
成
分
に
補
助
し
た
ほ
か
、
御
輿
の

ハ
ッ
ピ
を
作
っ
て
た
い
へ
ん
よ
ろ
こ

分
別
す
る
役
員
の
み
な
さ
ん

ば
れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い

う
も
の
に
使
う
よ
う
に
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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が優勝

町民ゴルフ大会

柏崎さん(鄙

安楽さん⑤

一

　第４回町民ゴルフ大全が11月22日、宮の

森カントリー倶楽部で開かれ、町内のゴル

フ愛好家122人が参加しました。

　口紅襖］

ネットグロス
　64.8（84）

8（75）
７
（
６

り
り
戸
り

寿　男

喜久夫

【男子の部】

優　勝

準優勝

幸
町
四
長
幸
会
チ
ー
ム
が
優
勝

　
第
５
回
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
高
山
安
　
　
三
　
　
位

市
会
長
）
主
催
の
第
５
回
協
会
長
杯

争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
べ
八
月
1
2

口
、
町
総
合
運
動
場
で
、
町
内
３
６
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
万
小
雨
模

様
の
天
気
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
コ
ー

ト
に
白
熱
し
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、

幸
町
四
ド
目
長
幸
会
チ
ー
ム
が
み
ご

と
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
大
会
成
績

優
　
勝
　
　
幸
町
四
長
幸
会

準
優
勝
　
　
国
谷
第
三

城

内

青

心

優
勝
の
幸
町
四
長
幸
会
チ
ー
ム

(95)

(75)

(87)

(87)

(97)

(78)

(81)

(93)

６
２
２
２
６
８
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４

９
０
０
０
０
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７
７
７
７
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雄
一
夫
次
行
雄

正
裕
康
秀
喜
俊

71

登志男

　　節

崎
田
井
藤
島
本
部
林
本
原

柏
相
酒
斎
中
橋
阿
小
安
栗

位
位
位
位
位
位
位
位

ｓ
ｌ
ｓ
　
％
　
&
３
ｄ
ｇ
ｌ
～
%
Ａ
Ｊ

Ｕ
Ｊ

¥
0

一

【女子の部】

72.4（94）

72.8（104）

75.2（104）

子
芋
敬
啓

カズ子

優　勝　　安　楽

章優勝　　鈴　木

３　位　　大　越

　【男子グロスの部】

9
L
Q
L
Q
C
6

７
７
７
７
７

之
一
夫
人
造

　
　
久

一
裕
喜
正

崎
藤
田
岡
田

柏
斎
相
古
吉

優　勝

準優勝

粒
粒
粒

９
り
４
ｒ
ａ

敬　子　94

啓子104

カズ子104

　【女子グロスの部】

優　勝　　安　楽

準優勝　　鈴　木

３　位　　大　越
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県
学
校
保
健
向
上
に
尽
力

松
本
幸
三
さ
ん
が
文
部
大
臣
表
彰

幸三氏松本

　
１
１
月
１
１
日
、
大
分
県
で
聞
か
れ
た

全
国
学
校
保
健
大
全
の
席
上
、
松
本

幸
三
さ
ん
（
栄
町
、
開
業
医
）
が
、

文
部
大
臣
表
彰
（
学
校
保
健
）
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
本
さ
ん
は
、
昭
和
４
７
年
か
ら
２
０

年
に
わ
た
リ
壬
生
小
学
校
の
学
校
区

及
び
町
医
師
全
長
を
務
め
る
ほ
か
、

－

国
民
年
金
功
労
者
表
彰

県
医
師
会
常
任
理
事
（
昭
和
6
3
年
玉

と
し
て
学
校
保
健
を
担
当
し
、
県
医

師
会
学
校
委
員
会
委
員
長
お
よ
び
県

連
合
学
校
保
健
会
長
、
県
学
校
保
健

| ･ , ･ ･ ･ ･ ･ ･ I I ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ | , ‥ ‥ ‥ ･ l ｡ , ･ ･ ･

学
会
長
の
立
場
で
、
県
教
育
委
員
会
、

‐
1
1
‐
‐
‐
‐
‐

‐
‐

文
部
省
、
日
本
医
師
会
の
指
導
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
県
下
の
全
学
校
医

と
と
も
に
学
校
保
健
の
向
上
・
発
展

に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
公
立
学
校
職
員
健
康
対

策
委
員
会
委
員
長
と
し
て
県
教
職
員

の
健
康
管
理
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

県
知
事
か
ら
感
謝
状

荒川佳子さん

| ､ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ｜ ‥ ‥ ‥ ‥ S ､ ･ 一 一 ･ ･ 一 一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
篠
原
さ
ん
（
右
）
と
玉
田
さ
ん

統
計
功
労
で
受
賞

調
査
員

　
１
１
１
１
月
１
９
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
3
1
回
栃
木

篠
原
富
太
郎
さ
ん

玉
田
　
洋
子
さ
ん

I

I , I ･ ･ ･ ･ ･ ･ | ｡ , ‥ ‥ ‥ | ｡ , ･ ･ ･ ･ ･ ･

I
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県
統
計
大
会
の
席
上
、
永
年
に
わ
た

り
統
計
調
査
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ

た
篠
原
富
太
郎
さ
ん
（
六
美
町
南
部

第
二
）
と
玉
田
洋
子
さ
ん
（
城
　
内
）

の
２
名
が
、
県
統
計
協
会
名
誉
全
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
日
の
急
速
な
国

際
化
・
高
齢
化
・
情
報
化
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
正
確
な
現
状
把
握
と

的
確
な
将
来
予
測
の
た
め
の
指
標
を

提
供
す
る
統
計
調
査
の
果
た
す
役
割

を
認
識
し
、
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
短
　
歌

お
札
出
る
自
販
機
の
あ
り
拝
観
の
寺

に
信
仰
心
の
う
す
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

立
ち
ど
ま
り
ふ
と
気
が
っ
け
ば
風
采

の
あ
が
ら
ぬ
男
窓
に
う
っ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
　
壮

外
孫
の
幼
き
電
話
ち
ぐ
は
ぐ
に
交
せ

ど
わ
れ
の
心
足
ら
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渠
島
福
重
郎

地
球
崩
る
る
予
言
む
げ
に
は
笑
え
ざ

り
天
災
地
変
ス
つ
く
こ
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
正
敏

　
俳
　
句

新
米
や
三
代
使
い
し
五
合
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

赤
い
羽
根
む
か
し
病
み
た
る
胸
に
さ

す
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

丸
腰
の
案
山
子
や
平
成
大
凶
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

軽
き
秋
本
に
長
雨
の
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
良
次

　
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
事
業
の
一
環
と

し
て
国
民
年
金
功
労
者
表
彰
式
が
１
１
八
月
1
1
日
。

県
公
館
で
行
わ
れ
、
席
Ｌ
、
荒
川
佳
子
さ
ん

　
（
緑
町
一
丁
目
）
が
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
荒
川
さ
ん
は
、
昭
和
5
3
年
よ
り
国
民
年
金

委
員
と
し
て
年
金
制
度
の
普
及
・
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
荒
川
さ
ん
は
１
２
月
９
目
付
で
栃
木

県
国
民
年
金
基
金
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
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県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
選
手
権
大
会

す
ば
る
３
位
入
賞

　
第
1
7
回
栃
木
県
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
全
（
栃
木
県
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
、
下
野
新
聞
社
共
催
）

が
１
１
月
1
4
日
・
２
３
日
の
２
日
間
、
清

原
体
育
館
を
主
会
場
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

各
ブ
ロ
ッ
ク
に
合
計
1
1
1
チ
ー
ム
が
参

加
し
熟
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
南

犬
飼
ク
ラ
ブ
（
高
橋
光
子
監
督
）
、

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
に
す
ば
る
チ
ー
ム
　
（
寺

県
３
位
入
賞
の
す
ば
る
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

崎
春
江
監
督
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
南
犬
飼
ク
ラ
ブ
は
、
惜
敗
し
ヒ
位

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
す
ば
る
チ

ー
ム
は
、
―
・
２
回
戦
、
準
々
決
勝
と

侍
て
る
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
、
勝

ち
進
み
準
決
勝
戦
で
北
ク
ラ
ブ
ヱ

都
賀
）
と
対
戦
、
白
熱
し
た
シ
ー
・
ソ

ー
ゲ
ー
ム
の
す
え
、
惜
し
く
も
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
２
－
Ｏ
で
敗
れ
ま
し
た

が
見
事
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

第
１
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

親
睦
を
深
め

楽
し
い
１
日

　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
塩
沢
弘

会
長
）
主
催
の
第
１
回
町
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
秋
晴
れ
穴
１
１
月
７
日
、
町
総
合
運

動
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
や
職
域
か
ら
1
0
チ
ー
ム
が

参
加
。
男
女
混
合
チ
ー
ム
の
対
戦
と

あ
っ
て
、
ご
夫
婦
で
の
参
加
や
子
ど

も
た
ら
の
大
き
な
声
援
も
あ
り
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
名
に
ふ
さ
わ
し

心

い
、
楽
し
い
Ｉ
目
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
　
羽
生
田
合
宿

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
　
下
　
表
　
町

　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
　
城
　
　
　
南

　
年
末
の

　
　
交
通
事
故
防
止

　
年
末
は
人
の
行
き
米
が
多
く
な
り
、

交
通
渋
滞
や
雑
踏
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

先
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
処
理
な
追

い
越
し
で
、
歩
行
者
は
信
号
外
視
や

寄
　
付

　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

金
１
万
円
⑤
　
木
目
込
人
形
教
室
様

金
１
万
円
①
　
　
　
荻
原
　
吉
夫
様

全
２
万
３
千
円
①
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
グ
ル
ー
プ
「
ュ
ー
カ
リ
」
様

金
４
千
７
０
２
円
④
　
壬
生
町
民
生

　
委
員
協
議
会
様

四
囲
隠
顕

町
内
で
百
歳
以
上
の
３
人
の
方
が
こ

ま
す
。

　
届
月
９
怒

　
落
合
シ
ゲ
さ
ん
（
羽
生
田
西
部
、

明
治
２
５
年
１
２
月
1
5
日
生
ま
れ
）
享
年

百
歳
。

　
植
竹
マ
サ
さ
ん
（
西
高
野
、
明
治

２
５
年
１
月
６
日
生
ま
れ
）
享
年
百
一

歳
。

金
５
千
円
⑥
　
壬
生
町
心
身
障
害
児

者
親
の
今
様

金
２
千
２
５
円
⑤
　
粂
川
　
ひ
さ
様

金
５
千
円
⑩
　
壬
生
町
生
活
改
善
ク

　
ラ
ブ
協
議
今
様

金
３
千
円
⑥
　
　
　
ひ
ま
わ
り
今
様

金
８
千
６
４
０
円
②
　
睦
地
区
コ
ミ

　
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
遊
学
塾
様

金
５
千
円
②
文
化
協
会
手
工
芸
部
様

－

　
　
　
）

　
〔
１
１
月
２
０
三
石
崎
フ
ジ
さ
ん
示

表
町
、
明
治
２
６
年
９
月
1
9
日
生
ま
れ
〕

享
年
百
歳
。

　
７
｡
９
ａ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
ｌ
ｌ
Ｅ
：

●
町
県
民
税
（
４
期
）

●
国
民
年
金
（
1
0
期
）

　
　
（
納
期
限
－
月
3
1
日
）

　
納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓

　
口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

　
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　まちのうごき

総人口40,

jy;7在

　目次言

1世帯数三12汀27世帯](池仁ﾀﾞ
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